
■不法投棄産業廃棄物の撤去状況について

【平成２０年１２月３１日までの撤去状況】

これまでに、不法投棄産業廃棄物のおよそ４分の１に相当する、約２５万５千トンを搬出しました。

（撤去量の単位：トン）

区分 一次撤去実績 本格撤去実績 本格撤去実績 合 計

（平成16～18年度） （平成19年度分） （平成20年度分）

作業日数 521日 209日 177日 907日

台数 撤去量 台数 撤去量 台数 撤去量 台数 撤去量

撤去実績 9,004 97,203 4,643 51,440 9,684 107,241 23,331 255,884

平成２０年１２月１５日より、青森リニ

ューアブル・エナジー・リサイクリング株

式会社（青森市）への産業廃棄物の搬出が

始まりました。また、平成２０年１月に焼

却処理される産業廃棄物の搬出車両が増加

したこともあり、現在の１日当たりの搬出

車両台数は９３台となっています。

【各処理先毎の台数は右の表のとおりです】

■周辺環境モニタリング調査結果について

○モニタリング調査結果（第７回目）

①平成２０年１０月１日に周辺河川・湧水等１１地点、周辺地下水６地点、遮水壁内浸出水

１地点、遮水壁内地下水７地点の水質調査を実施したところ、遮水壁内浸出水で「排水基準値」、

遮水壁内地下水の一部の地点で「環境基準値」を超える値が検出されましたが、周辺の河川や

地下水については、これまでの調査と同様に全ての地点で「環境基準値」を下回りました。

②平成２０年９月２９日から１０月５日にかけて、上郷地区の大気汚染物質、③平成２０年

９月３０日から１０月１日にかけて、現場敷地境界３地点の有害大気汚染物質、④平成２０年

９月３０日に上郷地区ほか２地点の騒音・振動の各調査を実施したところ、全ての地点で「環

境基準値（振動については要請限度値※）」を下回りました。

※要請限度値：環境省が定める道路交通振動により道路周辺の生活環境が著しく損なわれるとされる値

○モニタリング調査結果（第８回目）

平成２０年１１月５日に周辺河川・湧水等７地点、周辺地下水５地点の水質調査を実施した

ところ、全ての地点で「環境基準値」を下回りました。
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方面 処理方法 処　理　先 台数

青森 焼却 青森ﾘﾆｭｰｱﾌﾞﾙ・ｴﾅｼﾞｰ・ﾘｻｲｸﾘﾝｸﾞ㈱ １５

八戸 焼却 八戸セメント㈱ ２０

八戸 焼却 奥羽クリーンテクノロジー㈱ １３

八戸 焼却 ㈱庄司興業所 １

三戸 埋立 ㈱ウィズウェイストジャパン ３４

むつ 埋立 ㈱青森クリーン １０

合　　　計 ９３



■県境不法投棄現場の状況について

今年度は１２月末の段階で１０万トンを越える産業廃棄物を搬出しましたが、それに伴う掘削作業によ

り現場の形状が変化しています。特に変化の大きかったのが次の２か所です。

① 旧一次撤去選別ヤード下エリア

旧一次撤去選別ヤード下エリアは約１０ｍほど掘削したため、高台の一部が削られた形になりました。

この場所では現在、普通産業廃棄物を搬出車へ積み込む作業が行われています。

② 旧中央池南側エリア

旧中央池南側エリアは、掘削により東西方向に走る道路よりも約５ｍほど低くなりました。

■県道道前浄法寺線の視距改良工事が完成しました

平成２０年１１月に、セーフティタウン道路事業の一環として三八

地域県民局地域整備部で行っていた視距改良（道路拡幅）工事が完成

しました。現場は田子町大字遠瀬地内の県道道前浄法寺線で、上郷交

差点から落合橋を過ぎて間もなくのところです。

今回の工事ではカーブ部分の道路幅を広くすることにより、運転の

際の見通しも良くなり、車両が安全に通行できるようになりました。

【写真：完成現場の様子】

■県境不法投棄現場原状回復対策推進協議会の開催について

第２６回協議会を平成２１年２月２１日（土）午後１時より、アップルパレス青森(青森市)で開催しま

す。

【県境不法投棄事案に関するお問い合わせ、ご意見等は、田子町現地事務所まで（TEL 20-7044）】

なお、県境再生対策室のホームページで、 現地事務所だよりのカラー版や各種お知らせ、資料な

どを見ることができます（http://www.kenkyo.pref.aomori.jp/）。

平成１９年１１月撮影

平成２０年１２月撮影

平成２０年１２月撮影

約５ｍ


